
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 沖縄大学 
設置者名 学校法人沖縄大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

法経学部 法経学科 
夜 ・

通信 
18 0 4 22 13  

人文学部 

国際コミュニケ

ーション学科 

夜 ・

通信 

18 0 

8 26 13  

福祉文化学科 
 社会福祉専攻 

夜 ・

通信 
12 30 13  

福祉文化学科 
健康ｽﾎﾟｰﾂ福祉専攻 

夜 ・

通信 
2 20 13  

こども文化学科 
夜 ・

通信 
6 24 13  

健康栄養学部 管理栄養学科 
夜 ・

通信 
12 0 8 20 13  

（備考）健康栄養学部は 2019年 4月開設。 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 － 

（困難である理由） 

 

  

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/


  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 
学校名 沖縄大学 
設置者名 学校法人 沖縄大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

http://www.okinawa-u.ac.jp/about/organization 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

常勤 
㈱りゅうぎん総合研究所

常務取締役 

2019 年 4 月 1 日

～  

2022年 3月 31日 
財務 

非常勤 
弁護士法人サイオン総合

法律事務所代表弁護士 

2017年 1月 28日

～  

2020年 1月 27日 
法務 

（備考） 

理事 9名中、前職又は現職が学外者である理事は 6名 

 

  

http://www.okinawa-u.ac.jp/about/organization


  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 沖縄大学 
設置者名 学校法人沖縄大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバス作成に係るガイドラインを作成し、講義概要や達成目標、成績評

価基準など、シラバスの項目別にシラバスに執筆に必要な注意事項をガイド

ラインに明記し、教員へはガイドラインに基づいたシラバス作成を求めてい

る。 

 次年度のシラバスは例年 9 月の教務委員会（学部長、学科長も委員）で検

討を始め、翌年 3 月中旬には確定し、大学のホームページで学生の利用に供

しており、一般の方でも閲覧できる状態にしている。 

授業計画書の公表方法 
https://aip2.okinawa-u.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?m

e=EU&opi=mt0010 
２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

毎年、学生に配付している履修ハンドブックに成績評価の基準を掲載して

いる。また、シラバスには評価の方法と評価基準を記載する欄を設けている

が、各教員には記載のとおり、厳正に成績評価を行うことを求めている。 

https://aip2.okinawa-u.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010
https://aip2.okinawa-u.ac.jp/aa_web/syllabus/se0010.aspx?me=EU&opi=mt0010


  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では成績を「秀 4点、優 3点、良 2点、可 1点、不可 0点」の５段階

で評価し、その総合計点を登録総単位数で除して成績の評定平均値を表す

GPA制度を導入している。この GPAの計算方法は、毎年全学生に配付する「履

修ハンドブック」に記載し公表している。 

 また、本学で運用している学務システムをカスタマイズし、科目別の成績

評価の分布が帳票として印刷できるようにした。この科目別の成績分布の帳

票を教務委員会で共有し、適切な成績付与が行われていることを担当教員以

外の第三者の目で確認する取り組みも行っている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
http://www.okinawa-u.ac.jp/campuslife/edu-affair/l

ecture/about-exam 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学は、「地域共創・未来共創の大学へ」を建学の基本理念とし、地域社会

における問題を主体的に発見し、その解決策を編み出し、地域社会の未来に

貢献することのできる人材を育成することを目的としている。その実現のた

めに各教育課程を修め、124 単位の単位取得と必修等の条件を充たしたうえ

で、（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力（２）主体的な学習力と他者と

の協働力（３）地域共創力（４）専門的知識・技能の活用力を修得し、かつ

学部履修規程で定めた水準以上の GPA を取得した学生に学位を授与してい

る。その判定は学科の教員の合議による卒業判定会議によって行われている。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 

 

  

http://www.okinawa-u.ac.jp/campuslife/edu-affair/lecture/about-exam
http://www.okinawa-u.ac.jp/campuslife/edu-affair/lecture/about-exam
https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/


  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 沖縄大学 
設置者名 学校法人沖縄大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 

収支計算書又は損益計算書              〃 
財産目録              〃 
事業報告書              〃 
監事による監査報告（書）              〃 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.okinawa-u.ac.jp/about/self-evaluation 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
http://www.okinawa-u.ac.jp/about/self-evaluation


  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 法経学部 法経学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 
https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 
（概要） 

法経学部は、本学の「地域共創・未来共創の大学へ」という建学の理念を根底に据

えて、法学、経済学・経営学についての専門的な学芸を教授・研究し、地域社会の中 で

自ら問題を発見し、その解決策を見つけ、地域社会に貢献しうる人材の育成を目的と

しています。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/law-economics/policy-law-eco 
（概要） 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力  

人間・社会および沖縄地域などについて理解を深め、幅広い教養を修得し、複眼的・

総合的な思考をすることができます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

大学において身につけた知識、思考力、資格を活かし、長期的な視点でキャリア形成

を目指すことができます。    

また、さまざまな現場の課題に対し、多様な人々と協力しながら、主体的に問題解決

に取り組み、行動し、実践的に活躍できます。 

（３）地域共創力 

沖縄の自然・環境・歴史・文化等の特性を理解し、地域の課題を国際的な文脈でとら

え、新たな可能性に挑戦できます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

法律・経済・経営の視点に立脚し、社会教養に裏付けられた思考・分析ができます。  

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/law-economics/policy-law-eco 
（概要） 

＜教育内容・方法＞ 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

4 年間を通した学修の基礎となる言語力、コミュニケーション力、思考力をしっかり

と養成します。人間・社会、自然・環境、沖縄関連等の科目を通して幅広い教養と総合

的・複眼的な知識を涵養します。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

少人数による演習を通した 4 年間一貫ゼミ体制により、調査・研究・実習に主体的に

取り組む力を育みます。 

法律・経済・経営を基礎としたキャリア形成や資格取得につながる科目を設置します。 

（３）地域共創力 

地域の特性と課題について深く学ぶ科目を設置します。 

（４）専門性的知識・技能の活用力 

法律・経済・経営の基礎を学んだ上で、専門性を高め、体系的に学ぶために法律行政、

経済経営、地域社会の３つのコースを設置します。法学・経済学・経営学に加え、地域

〜社会について深く学ぶための専門科目を設置します。 

＜教育評価＞ 

（１）2 年次終了時には、それまでの必修科目を含め 60 単位以上の単位を修得し、

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/law-economics/policy-law-eco
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/law-economics/policy-law-eco


  

卒業論文又は卒業研究に取り組むための基礎レベルの学びが修得できているかを、2 

年次必修の基礎演習の中で測定するものとします。 

（２）卒業年次には、学生に対し、卒業論文又は 4 年次必修の専門演習で行われる卒

業研究を求めます。卒業論文又は卒業研究は、卒論発表会又はゼミナール大会等の

公開の場で発表するよう努めなければなりません。卒業論文又は卒業研究を総合的

に評価することによって、4 年間の学修成果を測定するものとします。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/law-economics/policy-law-eco 
（概要） 

＜教育理念＞  

法経学科では、建学の理念を根底に据えて、独自の歴史と文化をもつ沖縄の地域特性を

活かし、地域に根差した教育を重視します。法律・経済・経営に関する基礎的な知識を身

につけ、さらに沖縄の持続可能で魅力ある 生活や環境について考察し、地域社会に貢献し

うる人材の育成を目指します。  

＜求める人物像＞ 

 ①（専門性）法律・経済・経営に関する基礎的な知識を身につけ、同時に、幅広い視

野を得たい学生を求めま す。  

②（キャリア形成）法律・経済・経営を基礎としたキャリア形成を目指し、地域の発

展に貢献したい学生を求 めます。 

③（地域）法律・経済・経営の知識を活かしつつ、沖縄の直面する課題や今後の展望

を学びたい学生を求めま す。  

④（現場・実践）問題を発見し、自らそれを解決していく能力を身につけ、多様な現

場で実践的に活躍したい と考えている学生を求めます。  

＜高等学校で履修すべき科目や修得しておくことが望ましい資格等＞ 

 入試で課す科目以外にも、どの科目もバランスよく履修してください。その中でも特に

地理歴史、公民、そして商業に関する科目は法経学科の専門科目の学びにつながりますの

で、しっかり勉強してください。また地域の政治、経済、歴史、文化、環境等に関する新

聞記事や日本・世界の情勢について関心を持つことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/law-economics/policy-law-eco


  

学部等名 人文学部 国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 
https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/                       
（概要） 

国際コミュニケーション学科は、本学の「地域共創・未来共創の大学へ」という建

学の理念を根底に据えて、言語やコミュニケーションのしくみを理解することを教育

研究上の目的とし、語学力を生かして地域と国際社会に貢献できる人材を養成します。 

 

 

 

 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/intercom/intercom-policy 
（概要） 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

英語、中国語、日本語や第二外国語の習得を軸に、さまざまな地域の社会、文化、歴

史を幅広く理解することができます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

学科で身につけた知見、コミュニケーション力、資格等を活かし、チャレンジ精神で

キャリア形成に臨むことができます。さまざまな人々と喜び、悲しみ、驚き、怒りなど

を共有し、支え合う力があります。 

（３）地域共創力 

地域の環境やデザイニングについて、共同体の住人とコミュニケーションを取りなが

ら考え、外国人との積極的な共存を図ることができます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

世界を舞台にして働き、地域社会に貢献し、またその成果を沖縄の共同体にも還元で

きます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/intercom/intercom-policy 
（概要） 

＜教育内容・方法＞ 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

国際舞台で活躍するのに必要な言語力を確保するために基礎科目を置き、英語、中国

語、日本語の語学能力を養成し、異文化理解やコミュニケーションへの視野を養います。

学習の基盤としての共通科目等では、言語関連に加え、情報リテラシー、健康関連、文

化や社会、自然や環境問題、沖縄関連、キャリア形成、演習など多様な分野を履修し、

過去・現代・未来の社会を考え、異文化理解や実践などの基礎的な視点を学びます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

学生が主体的な学習や他者との交流ができるように、１年次から４年次まで演習科目

を設置します。学生の専門的興味や将来のキャリア形成に対応して、効果的な授業履修

ができるように、コース制をとり具体的な履修指導をします。 

（３）地域共創力 

地域とのコミュニケーションを通して、活性化への参画ができるような実践科目を設

置します。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

各コースの専門分野をより深く探求できるようなコース専門科目を設置し、専門知識

を身につけていきます。 

1)英語コミュニケーションコース 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/intercom/intercom-policy
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/intercom/intercom-policy


  

英語の４技能の深化に加え、英語の言語学的、文学的な理解、映画や観光、ビジネス 

などのテーマを英語で学びます。英語の教員免許(中・高)取得することもできます。 

2)中国語コミュニケーションコース 

中国語のさらなる学習とともに観光通訳、翻訳や中国、台湾の文化を学びます。両言 

語また韓国語他の言語資格取得指導、奨励金の支給も行います。 

3)日本語コミュニケーションコース 

日本語の構造を専門的に掘り下げながら、外国人に日本語を教える日本語教員資格の

取得を支えます。 

4)国際交流コース 

海外体験の豊富な教員により、国際ボランティアや国際協力、異文化理解の技能習得を

図ります。 

 

すべてのコースにおいて１年次～４年次まで少人数の演習（ゼミ)科目を設置し、関心

のある領域の調査法、まとめ方、発表、質疑応答の力を身につけていきます。４年次では

その集大成として卒業論文をまとめるようにします。    

＜教育評価＞ 

（１）2年次終了時には、それまでの必修科目を含め 60 単位以上の単位を修得し、卒業

論文又は卒業研究に取り組むための基礎レベルの学びが修得できているかを、2 年次必

修の基礎演習の中で測定するものとします。 

（２）卒業年次には、学生に対し、卒業論文又は 4年次必修の専門演習で行われる卒業

研究を求めます。卒業論文又は卒業研究は、卒論発表会又はゼミナール大会等の公開の

場で発表するよう努めなければなりません。卒業論文又は卒業研究を総合的に評価する

ことによって、4年間の学修成果を測定するものとします。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/intercom/intercom-policy 
（概要） 

＜教育理念＞  

政治や経済のみならず文化のボーダーレス化も急速に進展しています。国際コミュニケ

ーション学科は、沖縄大学憲章の謳う「地球大で考え足元から行動を起こす 21 世紀型市

民である『地球市民』」の教育をめざします。そのため異文化理解とコミュニケーション

能力の涵養を根幹とし、コミュニケーションの理論と技術を備え、国際交流の原理と展開、

実践を幅広い視野から考察できる人材を育成します。  

＜求める人物像＞  

①これまでの学びをもとに、受身ではなく自ら学ぶ意欲のある学生を求めます。  

②文化的背景の異なる人々と交流するための基礎的なコミュニケーション能力がある学

生を求めます。  

③様々な社会や文化の問題について、知識や情報をもとにして筋道を立てて考えようとす

る学生を求めます。  

④英語や中国語をはじめとする世界の言語や文化を学び、知識や経験を深めたいという学

生を求めます。  

⑤世界を舞台にして働いてみたいという夢をもち、その夢の実現に向けて努力する学生を

求めます。  

＜高等学校で履修すべき科目や修得しておくことが望ましい資格等＞  

高等学校のカリキュラムをかたよりなく学んでください。特に英語（中国語など外国語）

は、本学科で学び研究する上で重要です。英語検定準 2 級クラスの語学力の獲得が望まし

いと考えています。 

 

 

 

 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/intercom/intercom-policy


  

学部等名 人文学部 福祉文化学科 社会福祉専攻 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 
 https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/   
（概要） 

福祉文化学科は、本学の「地域共創・未来共創の大学へ」という建学の理念を根底

に据えて、誰もが「幸福感の持てる生活状態」を持てるような共生社会の創造を教育

研究上の目的とし、実践能力を身につけ、幅広い福祉専門分野で活躍できる人材を育

成します。 

その上で、社会福祉専攻は、地域に根ざした福祉活動に寄与することを教育研究上

の目的とし、様々な人や組織と協力して共に生きる社会の実現に、主体的に参加し貢

献できる人材を養成します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy 
（概要） 
（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

（幅広い教養と人間の権利を擁護する力）  

幅広い教養を身に着け、人間の尊厳を遵守し且つ権利を擁護して、自らの社会的役割 

を遂行するための力を獲得します。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

（主体的に学び問題を発見し解決する力） 

人びとの多様性を理解し、社会で生起する事象に対し、自らが主体的に問題を発見し 

解決する力を修得します。 

（コミュニケーション能力と自己理解力） 

他者の話を傾聴し、受けとめ、呼応するコミュニケーション能力を身につける。合わ 

せて、他者と関わることで自己を知り、他者と自分を大切にすることができます。 

（３）地域共創力 

（地域社会における共創力） 

共生社会を実現するために、地域における様々な人びとや関係機関等と共創する「地 

域に根差した福祉活動」のキーパーソンになることができます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

（専門的知識と技術の活用力） 

すべての人が身体的・精神的および社会的に健康で文化的な生活を営めるように、社 

会福祉の価値および知識、技法を習得し活用することができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy 

（概要） 

<教育内容・方法> 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

（共通教育での学び） 

共通教育において 4 年間の学修の基礎となる「スタディ・スキル」「コミュニケー

ション・スキル」の獲得を目指し、自らのキャリアを考えるキャリア・ガイダンスを

実施します。また、広範囲にわたる分野の履修を通して、現代社会における広範な問

題についての価値、制度、実践、教育等を複眼的に思考し、共創できる基礎的な視点

や考え方を学びます。また，「学科基幹科目」において、「ウェルビーイング」「自

己実現」などの健康・福祉理念についての理解を深めるとともに、倫理観を確立し、

健康・福祉領域におけるキャリアデザインを踏まえた実践力を養成します。 

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy


  

（学びのつながりを意識した科目配置） 

選択必修科目である「専攻専門科目」では、社会福祉の理念、政策、制度および対

象者理解の専門科目を設置します。また、「専攻自由選択科目」は、社会福祉実習や

さらに社会福祉における専門科目および近接領域の専門科目を設置します。１年次か

ら４年次まで、社会福祉等の現場で求められる、知識、技能、実践力を身に付けるた

めの科目を体系的に設置します。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

（実践力を意識した教育方法） 

「社会福祉」に関する基礎的な実践力を身につけるために、特に「実習」「演習」

を通して、学修した知識と現場で得た知識の繋がりを理解し、実践できるようにしま

す。また、主体的、対話的で深い学びを実現するためにアクティブラーニングを取り

入れた教育方法を実施します。 

（３）地域共創力 

地域社会の課題、とりわけ社会福祉分野における課題の発見とその解決方法を目指

し、課題解決に必要な知識や援助スキルの獲得を前提とした専門科目を設置します。

合わせて、地域社会との交流の場を広げていきます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

（専門科目での学びの流れ） 

1 年次は、医学や心理学、法学、社会学などの側面から広く社会福祉についての理

解を深めます。 

2 年次 3 年次は、高齢者や児童、障害者などの対象者理解や社会保障などの制度理

解、相談援助の具体的な理論と方法、社会福祉の現状と課題を学びます。3 年次で、

それまで学んできた成果を社会福祉実習という形で十分に発揮できるように現場実践

を体験します。 

4 年次は、国家試験合格に向けた具体的な対策を行います。 

（一貫した専門的な演習教育） 

2 年次から 4 年次までの「演習科目（必修）」を設置します。具体的には、「社会

福祉」のそれぞれの分野についての基礎知識・基礎理論を学ぶための「基礎演習」、

自らの専門性を高め、探求するための「専門演習」を設置します。 

4 年次では、4 年間の学びの集大成として「卒業論文」に取り組むことを目指します。 

＜教育評価＞ 

（１）2年次終了時には、それまでの必修科目を含め６０単位以上の単位を修得し、

卒業論文又は卒業研究に取り組むための基礎レベルの学びが修得できているかを、2

年次必修の基礎演習の中で測定するものとします。 

（２）卒業年次には、学生に対し、卒業論文又は 4 年次必修の専門演習で行われる

卒業研究を求めます。卒業論文又は卒業研究は、卒論発表会又はゼミナール大会等

の公開の場で発表するよう努めなければなりません。卒業論文又は卒業研究を総合

的に評価することによって、4年間の学修成果を測定するものとします。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy 

（概要）  

＜教育理念＞  

人間の尊厳の価値に基づいて、社会問題や複雑化する人々の生活に関する豊かな知

識と考察力を培い、人々の権利の擁護・ウェルビーイング（安寧、幸福な状態）を実

現することができる知性と感性を身につけた社会福 祉の支援を担う人材の育成に取

リ組みます。  

＜求める人物像＞  

①誰もが「幸福感の持てる生活状態」を地域社会の中で実現したいと真剣に考えて

いる学生を求めます。  

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy


  

②他者の話に耳を傾け、受けとめ自らの考えを述べることができるコミュニケーシ

ョン能力がある学生を求め ます。  

③社会福祉の価値・知識・技法を修得し、専門職として活躍したいと真剣に考え、

病気や障害、貧困などの生 活上の課題を抱える人の支援を真剣に考える学生を求め

ます。  

④社会福祉の専門的知識・技能を学修するための基礎となる学習能力のある学生を

求めます。  

⑤学校や学外での学習や課外活動、ボランティア活動等を行い、他の人びとや地域

社会とのかかわリの中で、 課題に取リ組み、やリ遂げることのできる学生を求めま

す。  

＜高等学校で履修すべき科目や修得しておくことが望ましい資格等＞  

高等学校の教育課程を幅広く修得してください。また、科目の履修と併せて、聞く、

話す、読む、書くなど、 コミュニケーションの基礎となる力の向上に取り組んでくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

学部等名 人文学部 福祉文化学科 健康ｽﾎﾟｰﾂ福祉専攻 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 
 https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/  
（概要） 

福祉文化学科は、本学の「地域共創・未来共創の大学へ」という建学の理念を根底に据

えて、誰もが「幸福感の持てる生活状態」を持てるような共生社会の創造を教育研究上の

目的とし、実践能力を身につけ、幅広い福祉専門分野で活躍できる人材を育成します。 

その上で、健康スポーツ福祉専攻は、地域に根ざした健康活動に寄与することを教育研

究上の目的とし、様々な人や組織と協力して共に生きる社会の実現に、主体的に参加し貢

献できる人材を養成します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy 
（概要） 
（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

（多文化や異文化などの多様性を理解できる能力） 

多様性を理解し、幅広い教養と人間の権利を尊重する専門的な知識、倫理観を身につけ

るとともに、共感的な人間関係を育むことができます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

（地域社会に能動的に貢献する態度） 

地域社会の動向をふまえ、「健康」や「スポーツ」「福祉」の現場において必要とされ

る実践力を身につけ、地域社会の発展のために積極的に行動することができます。 

（さまざまな人や組織と協力することのできるコミュニケーション能力） 

背景の異なるさまざまな人々に対して「他者への配慮」や「受容と共感」「共に生きる」

「支え合い」などの“福祉のこころ(福祉マインド)”を基礎としたコミュニケーション力

を獲得しています。 

（３）地域共創力 

（地域社会の課題解決力とそれに必要な論理的思考力） 

地域社会の課題を発見・理解し、その課題解決に必要な情報や知識を複眼的、論理的に

分析し、表現することができます。 

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy


  

（４）専門的知識・技能の活用力 

（専門的知識・技能を総合的に活用する力） 

すべての人が身体的・精神的および社会的に健康で文化的な生活を送るための健康維

持・増進の支援に寄与するとともに、発達段階に応じて「健やかな体」と「豊かな心」を

バランスよく育むための知識・理論を総合的、学際的に修得しています。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy 

（概要） 

＜教育内容・方法＞ 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

（共通教育での学び） 

共通教育において 4 年間の学修の基礎となる「スタディ・スキル」「コミュニケー

ション・スキル」の獲得を目指し、自らのキャリアを考えるキャリア・ガイダンスを

実施します。また、広範囲にわたる分野の履修を通して、現代社会における広範な問

題についての価値、制度、実践、教育等を複眼的に思考し、共創できる基礎的な視点

や考え方を学びます。また，「学科基幹科目」において、「ウェルビーイング」「自

己実現」などの健康・福祉理念についての理解を深めるとともに、倫理観を確立し、

健康・福祉領域におけるキャリアデザインを踏まえた実践力を養成します。 

（学びのつながりを意識した科目配置） 

専門科目では、健康やスポーツの現場で求められる基本的知識・技能の修得のため

の「健康・スポーツ関連科目」「スポーツ基盤科目」「他者への配慮」「受容と共感」

などの福祉マインドを育むための「福祉関連科目」、自らのキャリアに応じて学修を

深めるための「キャリア関連科目」を配置します。「講義」「演習」「実習」「参加

型学習」によるカリキュラム体系を整備し、実践と省察によって専門的知識、スキル

を涵養します。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

（実践力を意識した教育方法） 

「健康」「スポーツ」「福祉」に関する実践力を身につけるために、特に「実習」

「演習」を通して、学修した知識と現場で得た知識の繋がりを理解し、実践できるよ

うにします。また、主体的、対話的で深い学びを実現するためにアクティブラーニン

グを取り入れた教育方法を実施します。 

（３）地域共創力 

地域社会の課題、とりわけ健康・スポーツ分野における課題の解決を目指し、その

課題解決に必要な情報や知識を複眼的、論理的に分析し、表現することができるよう、

専攻専門科目に地域での教育実践を行う科目を設置し、その方法を学びます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

（専門科目での学びの流れ） 

1 年次は、医学、心理学、スポーツ科学の側面から健康についての理解を深めると

ともに、スポーツ実技を通して発達段階に応じた「健やかな体」と「豊かな心」をバ

ランスよく育むため基礎的知識・技能の習得ができるようにします。 

2 年次は、健康科学についての講義、演習、実技を履修するとともに、「福祉関連

科目」の科目の履修を通して多様性への理解につなげるようにします。 

3年次は、大学で学修した専門知を自らのキャリア選択に応じて深め、4年次での卒

業論文につなげるようにし、専門的知識・技能の統合、総合化を図れるようにします。 

（一貫した専門的な演習教育） 

2年次から 4年次まで「演習科目（必修）」を設置します。具体的には「健康」「ス

ポーツ」「福祉」のそれぞれの専門分野についての基礎知識・基礎理論を学ぶための

「基礎演習」、自らの専門性を高め探求するための「専門演習」を設置します。 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy


  

4年次では、4年間の学びの集大成として「卒業論文」に取り組みます。 

＜教育評価＞ 

（１） 2年次終了時には、それまでの必修科目を含め６０単位以上の単位を修得し、

卒業論文又は卒業研究に取り組むための基礎レベルの学びが修得できているかを、2

年次必修の基礎演習の中で測定するものとします。 

（２）卒業年次には、学生に対し、卒業論文又は 4 年次必修の専門演習で行われる卒

業研究を求めます。卒業論文又は卒業研究は、卒論発表会又はゼミナール大会等の公

開の場で発表するよう努めなければなりません。卒業論文又は卒業研究を総合的に評

価することによって、4年間の学修成果を測定するものとします。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy 

（概要）  

＜教育理念＞  

健康スポーツ福祉専攻では，「身体教育学」「健康教育学」「福祉文化学」の 3 本の柱

を体系的に融合させて， 身体的・精神的および社会的に健康で文化的な生活を送るための

日々の「生活の質(QOL)」の向上をめざす「ウェル・ビーイング（幸福な状態・健康な状

態のためのサービス）」の理念を掲げ教育を行います。  

＜求める人物像＞  

①健康や運動に対して強い関心を持ち，「健康活動」や「スポーツ活動」に積極的に取

り組むことができる学 生を求めます。  

②健康・スポーツ関連の専門性の高い仕事に就くことに意欲がある学生を求めます。  

③課外活動やボランティア活動等の経験があり，多様な人々とコミュニケーションを図

りながら課題をやり遂げることのできるリーダーシップや協調性がある学生を求めます。  

④自分が生活をしている地域社会に興味をもち，その地域社会の課題について，知識や

情報をもとにして，筋道を立てて考え，その結果を説明することができる学生を求めます。  

＜高等学校で履修すべき科目や修得しておくことが望ましい資格等＞  

「保健体育」の科目を通じて，現在及び将来の生活において健康や運動に関する課題を

発見し，解決するため の内容を理解しておいて下さい。また，高等学校の教育課程全体を

通して，聞く・話す•読む・書く等，コミュニケーションカに関する基礎的な知識や技能を

修得しておくことも望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学部等名 人文学部 こども文化学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/welfare/welfare-policy


  

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/  
（概要） 

こども文化学科は、本学の「地域共創・未来共創の大学へ」という建学の理念を根

底に据えて、地域に根ざした初等教育の発展に寄与することを教育研究上の目的とし、

子どもの成長や発達についての専門的な知識・技能を習得し、さまざまな教育現場で

活躍できる人材を育成します。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/child/child-policy 
（概要） 
（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

幅広い教養を修得し、複眼的・総合的な思考のもとに、文化を引き継ぎ、創造できる子

どもを育むことができます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

小学校教員、放課後児童支援員等として高度な専門的知識を生涯にわたって主体的に学

習し、社会貢献することができます。 

子どもに関わる専門的職業人として必要なコミュニケーション能力の形成を通して、多

様な他者との関係を形成することができます。 

（３）地域共創力 

地域や自然の中で、教育や子どもの課題について考えるための能力を形成することがで

きます。 

子どもが生きていくために必要な社会や自然のあり方を地域に根ざして考えることに

より、平和な社会の形成に参画できます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

子どもの教育や発達についての専門的な知識・技能を習得し、社会での実践的な問題解

決のために活用することができます。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/child/child-policy 

（概要） 

＜教育内容・方法＞ 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

４年間の学修の基礎となる共通教育においては、言語関連、情報処理関連、健康関連、

人間・社会、自然・環境、沖縄関連、総合、キャリア形成と広範囲にわたる分野の履

修を通して、現代社会における広範な問題についての価値、制度、実践、教育等を複

眼的に思考し、共創できる基礎的な視点や考え方を学びます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

主体的、対話的で深い学びを実現するためにアクティブラーニングを取り入れた教育

方法を専攻専門科目を中心に実施します。 

問題発見演習では初年次教育として大学における学習の基礎的・基本的な「スタディ

スキル」の習得、様々な人と協力することのできる「コミュニケーション・スキル」

の獲得を目指します。また、教職を軸として自らのキャリアを考えるキャリアガイダ

ンスを実施します。 

（３）地域共創力 

将来、地域の教育を担っていくことを目標にし、 教育や子どもの課題について学び

考えたことを実践・省察できる教育を行います。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

文化を引き継ぎ、創造する存在として子どもをとらえ、そうした子どもを育てるため

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/child/child-policy
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/child/child-policy


  

に必要な諸能力の形成につながる教育を行います。 

専門科目は、Ⅰ「子どもの教育」、Ⅱ「子どもと文化」、Ⅲ「子ども研究の方法とそ

の実践」に区分され、それぞれの科目群について講義・演習科目と実習科目の配置を

年次ごとに段階的に配置し、理論と実践のバランスの取れた教育課程とします。とり

わけ模擬授業を段階的に取り入れ、教育現場における実践力を養成します。 

 

Ⅰ「子どもの教育」の科目群では、小学校教員免許取得に必要な単位を十分に満たし

つつ、教職及び教科における、基礎的な理解力と実践的な指導力を養成することがで

きるような教育課程とします。 

Ⅱ「子どもと文化」の科目群では、子どもをとりまく文化の諸相について、また、沖

縄の文化に関わる事柄について、豊かに、かつ実践的に学ぶことができるような教育

課程とします。 

Ⅲ「子ども研究の方法とその実践」の科目群では、子ども研究にかかわる専門分野に

ついて、演習を中心に実践的に深く学び、その成果を卒業論文にまとめることができ

るような教育課程とします。 

 

＜教育評価＞ 

(1) 2 年次終了時には、それまでの必修科目を含め６０単位以上の単位を修得し、卒

業論文又は卒業研究に取り組むための基礎レベルの学びが修得できているかを、2年

次必修の基礎演習の中で測定するものとします。 

(2) 卒業年次には、学生に対し、卒業論文又は 4 年次必修の専門演習で行われる卒業

研究を求めます。卒業論文又は卒業研究は、卒論発表会又はゼミナール大会等の公開

の場で発表するよう努めなければなりません。卒業論文又は卒業研究を総合的に評価

することによって、4年間の学修成果を測定するものとします。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/child/child-policy 

（概要）  

＜教育理念＞  

こども文化学科は第一に児童教育学を研究対象とし、第二「子ども学」とも言うべき、

子どもの問題を多角的 に考察する分野の研究・教育を通して、広く深い教養に裏打ちさ

れ、子どもに関する心理•発達の問題、子どもを取り巻く社会の問題、子どもと文化の問

題などに関する専門的知見を有し、さらに沖縄の文化や歴史など についての専門的理解

のある人材を養成します。  

＜求める人物像＞ 

①なにより子どもが好きで、子どもと一緒に学びそして遊べる人、また時に子どもに寄

り添い、共に泣き、子 どもを励ますことのできる学生を求めます。  

②実際に現場に出かけて学び、問題を解決するための基礎的な能力と意欲のある学生を

求めます。  

③子どもや教育に関わる問題について、自ら学び考えようとする学生を求めます。  

④小学校教師をめざす人、子ども文化に関わる仕事がしたい学生を求めます。  

⑤社会、歴史、言語、文化などにおいて、国際的視野をもちつつ、地域の諸問題に関心

をもつ学生を求めます。  

＜高等学校で履修すべき科目や修得しておくことが望ましい資格等＞  

基礎学力を有し、意欲的な人材を求めます。どの科目もバランス良く学んでおいてくだ

さい。 

 

 

学部等名 健康栄養学部 管理栄養学科 

教育研究上の目的（（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/child/child-policy


  

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/  
（概要） 

健康栄養学部は、本学の「地域共創・未来共創の大学へ」という建学の理念を根底

に据えて、栄養、健康及び食品についての専門的な学芸を教授・研究し、地域社会の

中で自ら問題を発見し、その解決策を見つけ、地域社会に貢献しうる人材の育成を目

的とします。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/eiyou/policy-eiyou 

（概要） 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

幅広い教養を修得し、複眼的・総合的な思考のもとに、生命倫理の原則・科学的根拠

に基づいた「栄養の指導」ができます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

管理栄養士・栄養士として高度な専門的知識を生涯にわたって主体的に学習し、社会

貢献できます。 

人々の人権・人格を尊重し、共生社会を理解し、互いを尊敬し、また、常に自らを律

し、人格の陶冶に努めることができ、関連職種や関連機関と連携・協働して、人々の

健康および生活の質（QOL）の向上に寄与できます。 

（３）地域共創力 

沖縄県の自然的、地理的、歴史的特長を踏まえた食と健康の関係について探求・応用

し、沖縄県はもとよりアジア・太平洋諸国の公衆衛生の向上に寄与できます。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

栄養学および「食」の分野のリーダーとして社会の幅広いフィールドで活躍できる技

能を習得し、自らの専門性と他の関連職種の役割を理解し、連携・協働してチーム医

療を実践できます。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ） 
http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/eiyou/policy-eiyou 

（概要） 

＜教育内容・方法＞ 

（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力 

4 年間の学修の基礎となる共通教育においては、言語関連、情報処理関連、健康関連、

人間・社会、自然・環境、沖縄関連、総合、キャリア形成と広範囲にわたる分野の履

修を通して、現代社会における広範な問題についての価値、制度、実践、教育等を複

眼的に思考し、共創できる基礎的な視点や考え方を学びます。 

（２）主体的な学習力と他者との協働力 

主体的、対話的で深い学びを実現するためにアクティブラーニングを取り入れた教育

方法を専攻専門科目を中心に実施します。 

問題発見演習では初年次教育として大学における学習の基礎的・基本的な「スタディ

スキル」の習得、様々な人と協力することのできる「コミュニケーション・スキル」

の獲得を目指します。また、自らのキャリアを考えるキャリアガイダンスを実施しま

す。 

（３）地域共創力 

地域社会の課題、とりわけ健康、栄養、食分野における課題解決を目指しその問題解

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
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決に必要な専門科目を設置します。とくに導入分野に沖縄地域の食と健康の関係を探

求・応用し公衆衛生の向上に寄与するための科目を設置します。 

（４）専門的知識・技能の活用力 

食と栄養に関する高度な知識と専門的技術をもった管理栄養士を養成するため、栄養

士資格の取得を卒業要件とし、管理栄養士国家試験の受験資格および栄養教諭一種免

許状が取得できる教育課程を編成します。 

専門科目は「導入分野」、「専門基礎分野」、「専門分野」の３つの科目区分で構成

し、それぞれの科目群について講義・演習科目と実験・実習科目および校内・臨地実

習科目の配置を年次ごとに段階的に配置し、理論と実践のバランスの取れた教育課程

とします。 

「専門基礎科目」は管理栄養士として適切な栄養ケア・マネジメントを行う上で必要

な基礎知識・技術を学びます。「社会・環境と健康」「人体の構造と機能及び疾病の

成り立ち」「食べ物と健康」の 3つの科目群で構成します。 

「専門演習科目」として、2年次から 4年次までの必修の演習科目( ゼミ) を設置し

ます。具体的には，食と栄養のそれぞれの専門分野についての基礎知鐡・基礎理論を

学ぶための「基礎演習」、学生自らの専門性を高め、探求するための「専門演習」を

設置します。 

「専門実践科目」として管理栄養士が活動する様々な職場において、活動の基盤とな

る広範な知識を体系的に修得するため「基礎栄養学」「応用栄養学」「栄養教育論」

「臨床栄養学」「公衆栄養学」「給食経営管理論」「総合演習」「臨地実習」「卒業

研究」の 9つの科目群で構成することとします。「基礎栄養学」「応用栄養学」「栄

養教育論」を 1年次から 3年次に配置し、これと並行して「臨床栄養学」「公衆栄養

学」「給食経営管理論」を 2年次から 3年次に配置します。さらに、「総合演習」「臨

地実習」「卒業研究」を 4年次に配置します。 

多様な専門科目においては、「講義」「演習」「実習」「参加型学習」によるカリキ

ュラム体系を整備し，実践と省察によって専門的知職，スキルを涵養します。知識の

理解や理論的な学修を目的とする教育内容については、講義形式を中心とした授業形

態とし、態度、志向性、技能および技術の修得を目的とする教育内容については、演

習形式による授業形態を採用します。理論的知識を実務に展開・応用する能力を身に

付けることを目的とする教育内容については、実験・実習による体験型学習の形態を

採り、理解の深化と実践力の育成を図ります。 

学習ポートフォリオを作成し、各科目の受講の目標とその省察を行い履修科目の記録

を残します。 

＜教育評価＞ 

（１）2年次終了時には、それまでの必修科目を含め 60単位以上の単位を修得し、卒

業論文又は卒業研究に取り組むための基礎レベルの学びが修得できているかを、2年

次必修の基礎演習の中で測定するものとします。 

（２）卒業年次には、学生に対し、卒業論文又は 4年次必修の専門演習で行われる卒

業研究を求めます。卒業論文又は卒業研究は、卒論発表会又はゼミナール大会等の公

開の場で発表するよう努めなければなりません。卒業論文又は卒業研究を総合的に評

価することによって、４年間の学修成果を測定するものとします。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ） 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/eiyou/policy-eiyou 

http://www.okinawa-u.ac.jp/faculty/eiyou/policy-eiyou


  

（概要）  

＜教育理念＞ 

管理栄養学科は、大学の建学の理念を踏まえ、「地域に根ざした健康活動に寄与す

る栄養に関する専門家の養成を目指す」という目標を掲げ、食による健康の保持増進

並びに傷病者療養のための栄養管理や栄養指導のできる「管理栄養士」を養成します。 

＜求める人物像＞ 

 1 ）高等学校の教育課程を幅広く修得し、食と栄養や健康に対して強い関心を持ち、

現在及び将来の生活を活力に満ちた明るく豊かなものにするための基礎的な内容を理

解している学生を求めます。 

 2 ）高等学校までの履修内容のうち，「国語」や「英語」を通じて聞く・話す・読む・

書くというコミュニケーション力に関する基礎的な内容を理解し、またより深く健康

と栄養について学ぶことができるよう理科系科目の基本的知識を持っている学生を求

めます。 

 3 ）食と栄養に関する専門職として管理栄養士になることを目標に、その専門的かつ

高度な知識・技術を真摯に学ぼうとする意欲がある学生を求めます。 

 4 ）自分が生活をしている地域社会に興味をもち、その地域社会の課題について、知

識や情報をもとにして、筋道を立てて考え、その結果を説明することができる学生を

求めます。 

＜高等学校で履修すべき科目や修得しておくことが望ましい資格等＞ 

入学希望者には、高等学校等において、化学、生物など、生命科学を学ぶための基

礎知識や思考力・判断力を習得し、主体的に他者とのコミュニケーションを円滑に行

うために国語や英語の基礎学力を身につけていることを望みます。これらに関する能

力は、入学後の講義、実験・実習・演習等において、他の学生と協働して様々な課題

を探求・解決する能力を育成するために必要となります。 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/  

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人  3人 

法経学部 － 11人 12人 3人 －人 －人 26人 

 人文学部 － 18人 14人 2人 2人 －人 36人 

健康栄養学部 － 4人 3人 1人 1人 －人 9人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

3人 －人 3人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/
https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/


  

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

 法経学部 220人 271人 123.2％ 922人 900人 97.6％ 6人 5人 

 人文学部 250人 258人 103.2％ 1,058人 1,050人 99.2％ 14人 12人 

健康栄養学部 80人 81人 101.3％ 80人 81人 101.2％ －人 －人 

合計 550人 610人 110.9％ 2,060人 2,031人 98.6％ 20人 17人 

（備考）健康栄養学部は 2019 年 4月開設。 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

法経学部 
133人 

（100％） 

1人 

（  0.8％） 

107人 

（  80.5％） 

25人 

（  18.8％） 

 人文学部 
250人 

（100％） 

4人 

（  1.6％） 

200人 

（  80.0％） 

46人 

（  18.4％） 

合計 
383人 

（100％） 

5人 

（  1.3％） 

307人 

（  80.2％） 

71人 

（  18.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

シラバス作成に係るガイドラインを作成し、講義概要や達成目標、成績評価基準など、シラ

バスの項目別にシラバスに執筆に必要な注意事項をガイドラインに明記し、教員へはガイドラ

インに基づいたシラバス作成を求めている。 

 次年度のシラバスは例年 9 月の教務委員会で検討を始め、翌年 3月中旬には確定し、大学の

ホームページで学生の利用に供しており、一般の方でも閲覧できる状態にしている。 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 



  

（概要） 

本学では成績を「秀 4点、優 3点、良 2点、可 1 点、不可 0点」の５段階で評価し、その総

合計点を登録総単位数で除して成績の評定平均値を表す GPA制度を導入している。この GPA の

計算方法は、毎年全学生に配布する「履修ハンドブック」に記載し公表している。 

 本学では、「地域共創・未来共創の大学へ」を建学の基本理念とし、地域社会における問題

を主体的に発見し、その解決策を編み出し、地域社会の未来に貢献することのできる人材を育

成することを目的としている。その実現のために各教育課程を修め、124 単位の単位取得と必

修等の条件を充たしたうえで、（１）幅広い教養と複眼的・総合的思考力（２）主体的な学習

力と他者との協働力（３）地域共創力（４）専門的知識・技能の活用力を修得し、かつ学部履

修規程で定めた水準以上の GPAを取得した学生に学位を授与している。その判定は学科の教員

の合議による卒業判定会議によって行われている。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

法経学部 法経学科       124単位 有・無 単位 

人文学部 

国際コミュニケー

ション学科 
124単位   

福祉文化学科 124単位 有・無 単位 

こども文化学科 124単位 有・無 単位 

健康栄養学部 管理栄養学科 124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

法経 法経 720,000円 125,000円 100,000円  

人文 

国際 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 720,000円 125,000円 100,000円 
 

福祉文化 720,000円 125,000円 100,000円  

こども 

文化 720,000円 125,000円 100,000円  

健康栄養 管理栄養 720,000円 125,000円 300,000円  

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/


  

a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、演習担当教員が学生のアドバイザーとなり、履修登録から、学習・生活相談など

色々な相談に応じている。授業や大学生活において疑問や困難が生じたりした場合も、演習担

当の教員に相談することが可能である。また、障がいのある学生や配慮を必要とする学生を対

象に、講義を受ける環境整備を行うための障がい学生支援(ノートテイク等)を行っている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

「職業」との出会いを支援する「就職支援課」を設置し、学生が納得できる進路選択ができ

るようにバックアップしている。最新の就職情報の発信はもちろん、個別面談による相談、イ

ンターンシップの支援、履歴書やエントリーシートの書き方、模擬面接、マナー講座、合同企

業説明会、筆記試験対策講座など、進路に関する様々なイベントを開催し、年間を通した支援

体制を整えている。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

保健室の他「学生生活支援室」を設置し、常駐のキャンパスソーシャルワーカーを中心に支

援業務を行っている。またカウンセラーを非常勤で配置して対応している。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/ 

 

 

https://sites.google.com/a/okinawa-u.ac.jp/disclosure/

